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上町

②学校と地域

の課題

学校支援ボラ

ンティアの確

保・育成

町内２小１中がＣＳの指定を

受け、学校運営協議会が設

置されて本格的に始動して

いる。それに対応して各校

に地域学校協働本部を設置

し、地域の素材や人材を教

育活動に活用できるよう、

コーディネーターを配置して

いる。特に生活科や総合、

キャリア教育、部活動の領

域においてその確保や育

成、仕組みづくりを進めてい

る。

地域学校協働本部事

業が先行する形であっ

たが、学校運営協議会

との一体化を進めるた

めに、町地域教育協議

会がスタートしたことか

ら、各校の具体的な活

動の円滑な実現化を

図る。

地域学校協働本部の役割と学校運

営協議会の役割を整理しつつ、コー

ディネーターがその機能を発揮し、ボ

ランティアが確保できるよう、町の地

域教育協議会のさらなる充実を図る。

同じ地域に住む身近な人が

学校支援ボランティアとして

児童生徒の学びを支えるとい

うことは、子育ち環境の好循

環となり得ることであり、地域

に対する愛着や地域に貢献

する素晴らしさを体感するこ

ととなる。

地域や社会をよく

するために何かし

てみたいと思うか。

思うと答えた児童

生徒の割合（全国

学力・学習状況調

査より）　どちらか

といえば思うは除

く。

小6

18.0

中3

22.2

%

小6

50.0

中3

40.0

小6

52.5

中3

37.3

03　本年度の目標

値を達成し、課題

の改善が見られ

た

指標を「全国学力・学習状況調査」の項目を活用してい

る関係上、全児童生徒を対象としたものではなく、その

年度の小６と中３に限定されることから、数値の変動の

幅が大きいことが推定される。このようなことから、前

年度の数値に比べ、今年度の数値は大きく上回ってい

るが、中学生がわずかに目標値には届いていないが、

この評価となった。目標値が高すぎる可能性もあるが、

本事業のみならず、学校教育においても、小中学校に

おいて地域と連携・協働しながら、ふるさとを素材とし

た学習を推進し、ふるさとへの愛着の醸成や課題解決

に向けた探究的学習を展開していることから、当面は

目標値を変更せず、各年度の推移をみていきたい。

　町ホームページ上
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③学校と家庭

の課題

家庭等におけ

る学習習慣の

定着

中学校の地域学校連携協働

本部事業「もがみサポート塾」

で学習方法のアドバイスを専

門家から受けることは、家庭

での自主学習に好影響をも

たらし、学習意欲の向上に結

びつく。

「もがみサポート

塾」の開設日の全

生徒に対する利用

生徒の割合

4.0 % 6.0 4.3

02　本年度の目標

値を下回り、取組

の工夫・改善が求

められる

今年度の中学校の教育課程編成において、日課が大

幅に変更され、部活動も含めた下校の時間が大幅に

早まったことで放課後の時間帯が短くなった。そのた

め、スクールバスで下校する生徒の参加が減少傾向

で、目標値には届かなかった。学年別の参加状況で

は、３年生の参加が少数で、２・１年生の参加状況は改

善しつつある。次年度以降も継続するよう、学校と連携

しながら開設していきたい。

  町ホームページ上
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③学校と家庭

の課題

読書習慣の定

着・読書体験

の充実

学習習慣の形成と相まって、

学びのペースとなるのが読

み、理解するという読解力で

ある。読解力の基礎づくりは

文字に触れる、本に親しみ読

むことになる。公立図書館を

有しない町にとって、各校の

図書室はその重責を担う環

境となる。図書コーディ―

ネーターを全校に配置し、図

書環境を整備することは読解

力向上の第一歩となり得る。

昼休みや放課後、

学校が休みの日に

本を読んだり借り

たりするために学

校図書室や地域の

図書館にどれくら

い行きますか。週１

回以上は行くと答

えた児童生徒の割

合（全国学力・学習

状況調査より。た

だし、調査用紙か

ら質問が除かれた

場合は、独自調査

とする。）

小6

31.1

中3

13.3

%

小6

35.0

中3

25.0

小6

39.3

中3

20.0

03　本年度の目標

値を達成し、課題

の改善が見られ

た

指標を「全国学力・学習状況調査」の項目を活用してい

たが、今年度の項目から関係上、全児童生徒を対象と

したものではなく、その年度の小６と中３に限定される

ことから、数値の変動の幅が大きいことが推定される。

このようなことから、前年度の数値に比べ、今年度の

数値は大きく上回っているが、中学生が目標値には届

いていないが、この評価となった。目標値が既成調査

における全国平均を大きく上回るものとなっているが、

各校の学校評価における児童生徒、保護者アンケート

の結果からも読書活動に関する評価数値が低く、改善

方策の手立ての必要性があげられていることから、本

事業での目標値としての位置づけや目標値は当面変

更せず、各年度の推移をみていきたい。

  町ホームページ上

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

自主的・自律的な学習習慣

の形成には、その学齢や発

達段階に応じた小中の一貫

した継続的・連続的な指導

が必要であるが、特に中学

校期においては、学習内容

の量・質とも負荷が増すこと

から、形成されつつあった学

習習慣が現状にフィットせ

ず、学習意欲や学習成績の

低下を招く生徒が増加する

傾向にある。都市部と異な

り、町内には民間の学習塾

もなく、通うとしても車移動に

３０分以上かかることから、

自主学習力を高めることは

進路達成に大きく影響して

いる。

９年間の学びのつなが

りを大切にした連携を

掲げ、小中の共通テー

マとして「自ら探究し、

学びを深め、高め合う

子どもを育てる授業づ

くり」に取り組む。

各校での授業改善のための研究活

動を指導助言するとともに、教育委員

会としての学力向上支援員、ＩＣＴ支援

の配置、図書コーディネーターの全校

配置、中学校の地域学校協働本部事

業「もがみサポート塾」、各種検定受

検の主催と受験料一部助成等々を実

施する。

アウトカムの達成度に関する評価・分析アウトカムの達成度に関する評価・分析アウトカムの達成度に関する評価・分析アウトカムの達成度に関する評価・分析

（事業における成果、課題、改善点等）（事業における成果、課題、改善点等）（事業における成果、課題、改善点等）（事業における成果、課題、改善点等）

令和６年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

・本年度の実績値、アウトカムの達成度に関する評価・分析、目標等の公表先を記載してください。
（目標等の公表先が未定の場合は公表先URLが確定する時期、公表先URLは確定しているが実績報告時に未掲載の場合は掲載予定時期を記載してください。
なお、目標等の公表は令和７年５月12日までに完了してくださるようお願いします。）

・市町村名欄から本事業で達成する目標（アウトカム）欄までは本年度仮申請又は交付申請時に提出した内容をそのまま記載してください。
・ただし、目標の達成度を測る指標、現状の数値、本年度の目標値のみ、仮申請又は交付申請時の内容から変更可能です（県QA Q18参照）。
※※※※提出の際はこのテキストボックスを削除してください。
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